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CBT）が有効とされている（Butler et al., 2006）。従来の不安症とうつ病に対する疾患特異的 CBT
では、それぞれの精神疾患に特化した介入プログラムが開発され、臨床現場で実施されてきた。
しかし、不安症とうつ病は高率で併存することが示されており（Magee et al., 1996）、疾患特異的
CBT では併存症状に対する介入が困難な場合が多いと考えられる。
不安症を罹患している者は抑うつ症状を併発することが多く、CBT 実施後には、特定の不安症
状だけでなく、抑うつ症状にも改善がみられることが報告されている（Cujipers et al., 2016）。こ
のことから、不安症状と抑うつ症状の背後には共通の維持要因が存在すると考えられる。
近年、不安と抑うつに共通する維持要因が同定され（Muris et al., 2005；Cookson et al., 2019）、
それらの要因を治療標的とすることで、高率で複雑に併存する疾患・症状の改善を目的とした診
断横断的アプローチが注目されている。Barlow et al．（2011）は、不安と抑うつに共通する神経症
傾向と感情調整不全の 2 つのリスク要因に焦点化した統一プロトコル（Unified Protocol for Trans-








回避が挙げられる（Muris et al., 2005；Roelofs et al., 2008；Espejo et al., 2017）。反すうや体験の回
避が改善・変化することで、不安や抑うつの症状も改善することが示されている（Watkins et al., 














この体験の回避は、精神的苦痛の中核であり（Annunziata et al., 2015）、心配、不安症状、抑う
つ症状、ストレスなどの精神的不適応に関連する指標、および不適応的感情調整方略の一つであ








感情調整が悪化し、不安症状や抑うつ症状を高めてしまう（Mohammadkhani et al., 2016）。体験の
回避と対極的な概念をアクセプタンスという。アクセプタンスは、体験を回避して、防衛するの
ではなく、体験に対してオープンに、受容的にかかわる態度である。このアクセプタンスを高め
ることが、不安や抑うつの症状の改善に寄与することが明らかにされている（Espejo et al., 2017；
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